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代表設備／差分設備の整理の考え⽅ 

共通１２資料２〜４の各資料で代表（差分）設備を整理する。 
 各条⽂の基本設計⽅針及び設計説明分類の紐付整理（資料２）

基本設計⽅針の要求事項を踏まえた説明すべき事項ごとに設計説明分類間
の代表（差分）設備を整理 

 「システム設計，構造設計等」に係る説明（資料３）
基本設計⽅針の要求事項を踏まえた説明すべき事項ごとに設計説明分類内

具体の設備の代表（差分）設備を整理 
 「解析，評価等」に係る説明（資料４）

解析、評価等の内容を踏まえた説明すべき事項（評価項⽬）ごとに具体の
評価の代表（差分）設備を整理 

共通１２資料２〜４の各資料で代表（差分）設備を整理する際の共通的な考え
⽅及び資料ごとの特有の考え⽅を以下に⽰す。 

【共通的な考え⽅】 
①説明すべき事項に適合するための設計（説明パターン）を網羅するように代表設備を

整理。（説明すべき事項×設計（説明パターン）が⺟数となる。）
※説明パターン︓耐震では耐震設計プロセスにおける各項⽬（解析モデル︓質点系モ

デル・有限要素モデル、拘束条件︓固定式・移動式等）での説明
事項を考慮、⻯巻では屋内の防護対象設備に対する防護設計にお
ける防護対象設備の配置、開⼝との関係、対策設備による対策の
有無等の説明事項を考慮する等、資料３における構造設計等の説
明や資料４における評価プロセス、評価条件等を考慮して整理す
る。 

①-1対象となる設備等に共通的な設計の場合は、それぞれの施設のプロセスの特徴、
設備の構造等の特徴を考慮して代表設備を整理。

①-2システム設計として系統を説明する中から設備の設計（説明パターン）を説明す
る代表（差分）設備を整理。

②説明すべき事項で対象となる設備が特定されている場合は当該設備を代表設備として

⻘字は令和６年２⽉ 21 ⽇に提出した「今後の進め⽅ 別添２ 代表設備／差分設
備の整理の考え⽅」資料からの変更箇所を⽰す。 
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整理（例︓主排気筒、収納管、外部⽕災での離隔距離が最も⼩さい設備等）。 

③合理的に代表を整理するため，１つの設備で複数の説明すべき事項を説明できるよう
に代表（差分）設備を整理。

④代表設備とプロセス（機能）／改造内容／評価内容（評価プロセス、評価条件等）
の観点で説明内容に違いがある設備は差分で設計（説明パターン）を説明する。

【その他（留意事項等）】 
〇評価内容の違いも考慮して代表（差分）設備を選定することから、資料４の評価の代

表（差分）設備と資料３の具体の構造設計等の代表（差分）設備は同じになる。こ
のため、資料４の段階で代表（差分）設備の追加が必要となった場合は、資料３にも
フィードバックする。

〇代表（差分）設備の整理にあたっては、再処理施設／廃棄物管理施設とMOX燃料
加⼯施設（後次回含む）との関係も明確にした上で、先⾏して説明する施設の説明
内容との差分の有無を整理する。 

〇上記考え⽅を踏まえて対象設備（設計説明分類）を縦軸に設計（説明パターン）を
横軸として代表、差分の説明対象を整理する。各条⽂、事象の設計（説明パターン）
に係る具体を別表（耐震設計プロセスの項⽬表等）として添付することとし、冒頭の整
理表では⼤枠の項⽬を⽰す。差分の説明対象については差分として⽰す事項を表中に
⽰す。 

➡対象設備（設計説明分類）を縦軸に設計（説明パターン）を横軸として代表、
差分の説明対象を整理するマトリクス表のイメージ（再処理、廃棄物管理 説明
グループ１の例）を添付－１に⽰す。
また、各条⽂、事象の設計（説明パターン）に係る具体を整理するマトリクス表の
イメージを別表に⽰す。

以上 
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再処理、廃棄物管理　説明グループ１の例 添付ｰ１

条⽂
第8/36条

外部衝撃/重⼤事
故

説明すべき項⽬
建物･構築物(屋外
重要⼟⽊構造物以
外)(1.2Ss含む)

地下⽔排⽔設備の
設計(1.2Ss含む)

機器(定式
化)(1.2Ss含む)

機器(FEM)(1.2Ss
含む)

配管系(1.2Ss含
む)

B,Cクラスの設計⽅
針

可搬型設備(1.2Ss
含む)

津波の影響を受け
ない位置への設置
及び保管

津波による影響を受
けるおそれのある位
置への据付時の考
慮(可搬型SA設
備)

外部衝撃に対する
防護設計(屋内配
置)

構造強度を確保す
る設計
(建物・構築物)

構造強度を確保す
る設計(外気と繋
がっている屋内機
器)

構造強度を確保す
る設計(機器)

固縛⼜は固定により
構造強度を確保す
る設計(屋外可搬
SA設備等)(悪影
響防⽌の観点含む)

⻯巻防護対策設備
の設計

構造強度を確保す
る設計(建物・構築
物)︓⽕⼭（降下
⽕災物の静的負
荷）

構造強度を確保す
る設計(機器) ︓⽕
⼭（降下⽕災物の
静的負荷）

（構造強度を確保
する設計(機器) ︓
⽕⼭（降下⽕災物
の静的負荷））
建屋内への移動等
による機能維持設
計

侵⼊防⽌設計 閉塞防⽌設計 摩耗防⽌設計 腐⾷防⽌設計 間接的影響に対す
る設計

離隔距離を確保す
る設計(建物・構築
物)

離隔距離を確保す
る設計(機器)

（離隔距離を確保
する設計(機器)）
予備品による機能
維持設計

（離隔距離を確保
する設計(機器)）
建屋内への移動等
による機能維持設
計

構造強度を確保す
る設計(建物)

基本設計⽅針番号【再】※
※【廃】は廃棄物管理施設から代表

を整理した場合のみ記載

⻯巻-14,18,31,⽕
⼭-11,外⽕-15,外
雷-11,外他-
18,19,20,22,23,
24

⻯巻-
15,16,19,21,22

⻯巻-17【再】
⻯巻-17【廃】 ⻯巻-19,21 ⻯巻-29 ⻯巻-31,34,35

代表(差分)の整理パターン ①-1,③ ①-1,③ ①-1,①-2,② ①-1,①-2 ①-1,③ ①-1,③,④
1 － 97 前処理建屋 ○ ○ － － － －

2 代表 223 分離建屋 ● ● － － － －

3 － 476 精製建屋 ○ ○ － － － －

4 － 792 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○ ○ － － － －

5 － 1852 ⾼レベル廃液ガラス固化建屋 ○ ○ － － － －

6 代表 1089 制御建屋 ● ○ － － － －

7 － 1 使⽤済燃料輸送容器管理建屋 － ○ － － － －

8 － 3 使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵建屋 ○ ○ － － － －

9 － 789 ウラン脱硝建屋 ○ ○ － － － －

10 － 1058 ウラン酸化物貯蔵建屋 ○ ○ － － － －

11 － 1060 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○ ○ － － － －

12 － 2368 使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵管理建屋 ○ ○ － － － －

13 － 2370 低レベル廃液処理建屋 － － － － － －

14 － 2523 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟 ○ ○ － － － －

15 － 2536 低レベル廃棄物処理建屋 － ○ － － － －

16 － 2539 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○ ○ － － － －

17 － 2575 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○ ○ － － － －

18 － 2578 第1低レベル廃棄物貯蔵建屋 － － － － － －

19 － 2580 第2低レベル廃棄物貯蔵建屋 － － － － － －

20 － 2582 第4低レベル廃棄物貯蔵建屋 － － － － － －

21 － 2605 主排気筒管理建屋 ○ ○ － － － －

22 － 2683 ⾮常⽤電源建屋 ○ ○ － － － －

23 － 2968 第1保管庫・貯⽔所 ○ ○ － － － －

24 － 2969 第2保管庫・貯⽔所 ○ ○ － － － －

25 － 3366 分析建屋 ○ ○ － － － －

26 － 3916 緊急時対策建屋 ○ ○ － － － －

27 － ― 施設共通（出⼊管理建屋等） － ○ － － － －

28 － 1 ガラス固化体貯蔵建屋 ○ ○ － － － －

29 － 3 ガラス固化体貯蔵建屋B棟 ○ ○ － － － －

30 － 15 ガラス固化体受⼊れ建屋 － － － － － －

31 － 2171 主排気筒 － ● － － － －

32 代表 2167 北換気筒
（使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵建屋換気筒) － ● － － － －

33 － 2168 北換気筒
（使⽤済燃料輸送容器管理建屋換気筒) － ○ － － － －

34 － 2169
北換気筒
（ハル・エンドピース及び第1ガラス固化体貯蔵建
屋換気筒)

－ ○ － － － －

35 － 87 北換気筒（ガラス固化体受⼊れ・貯蔵建屋換
気筒） － ○ － － － －

36 代表 3005 安全冷却⽔A冷却塔 － － － ● － －

37 － 3021 冷却塔 － － － ○ － －

38 － 2984 安全冷却⽔系冷却塔A － － － ○ － －

39 － 2985 安全冷却⽔系冷却塔B － － － ○ － －

40 代表 2993※2

主配管
代表︓主配管（崩壊熱除去系︓再処理設備
本体⽤,サポート⽤冷却⽔系︓再処理設備本
体⽤)

－ － － ● － －

41 － 2069
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋換気設
備の主配管（建屋換気系)※

※屋外範囲
－ － － ○ － －

42 － 3094 安全蒸気ボイラ※

※屋外露出部（排気管）
－ － － ○ － －

43 － 2730 第1⾮常⽤ディーゼル発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
－ － － ○ － －

44 － 2742 第2⾮常⽤ディーゼル発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
－ － － ○ － －

45 － 2722 燃料デイタンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ○ － －

46 － 2723 重油タンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ○ － －

47 代表 2733 燃料油貯蔵タンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ● － －

48 － 2835 安全空気脱湿装置※

※屋外露出部（再⽣空気排気配管）
－ － － ○ － －

49 － 2983 安全冷却⽔系膨張槽 － － － ○ － －

50 － ― 施設共通（第1⾮常⽤ディーゼル発電機の潤滑
油タンク等） － － － ○ － －

51 代表 1685 建屋間伝送⽤無線装置※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － 〇 － －

52 － 3941 緊急時データ収集装置（ＳＡ)盤※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － ○ － －

53 － 3979 統合原⼦⼒防災ネットワークＩＰ－ＦＡＸ※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － ○ － －

54 － 3980 統合原⼦⼒防災ネットワークＩＰ電話※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － ○ － －

55 － 3981 統合原⼦⼒防災ネットワークＴＶ会議システム※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － ○ － －

56 － 3982 データ伝送設備※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － ○ － －

57 － 2825 第１軽油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ○ － －

58 － 2826 第２軽油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ○ － －

59 － 3943 燃料油サービスタンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ○ － －

60 － 3944 重油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － ○ － －

61 － 3948 主配管（緊対所燃料補給設備系)※

※屋外範囲
－ － － ○ － －

62 － 3949 緊急時対策建屋⽤発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
－ － － ○ － －

63 － 3089 可搬型中型移送ポンプ運搬⾞ － － － － ○ －

64 － 3087※1 ホース展張⾞ － － － － ○ －

65 － 3088※1 運搬⾞ － － － － ○ －

66 － 2827 軽油⽤タンクローリ － － － － ○ －

67 代表 3901※1 ⼤型移送ポンプ⾞ － － － － ● －

68 － 2634 監視測定⽤運搬⾞ － － － － ○ －

69 － 2664 放射能観測⾞（ダストサンプラ及びよう素サンプ
ラ） － － － － － －

70 代表 1155 けん引⾞ － － － － ● －

71 － 89※1 可搬型中型移送ポンプ － － － － ○ －

72 － 3904 ホイールローダ － － － － ○ －

73 代表 2943※1 可搬型空気圧縮機 － － － － ● －

屋外_機
器・配管

建物･構
築物

No. 代表/
差分 説明対象設備

設計
説明
分類

第5/32条　地盤　第6/33条　地震　第36条　重⼤事故 第7/34条　津波
第36条　重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（⻯巻）/重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（⽕⼭）/重⼤事故

設備
リスト
No.

【凡例】
「●」︓代表で説明する設備 「〇」︓代表以外で対象となる設備
「▲」︓差分を説明する設備 「－」︓説明対象外
(E施設)︓廃棄物管理施設の設備

サンプル

（今後⾒直しが必要な事項）
・⻯巻以外の条⽂においても、別添２の本⽂で⽰す「各条⽂、事象の設計（説明パターン）に係る具体の別表」の
整理結果を踏まえ、縦軸（代表/差分説明設備）、横軸（説明すべき項⽬）を⾒直す。
・MOXが共通１２資料４の耐震評価で⽰している評価内容を踏まえた代表選定（マトリクス表の整理）について、
再処理/廃棄物管理においても同様に別途整理し、内容を反映する。
・別添２の本⽂で⽰す「再処理施設／廃棄物管理施設とMOX燃料加⼯施設（後次回含む）との関係」について、
別途整理し、内容を反映する。

補⾜①
・各事象ごとに作成する別表の整理結果を反映する。今回は⻯巻の整理結果を反映。
・横軸は説明グループの設定の際に基本設計⽅針から整理した説明すべき項⽬を横軸に反映。
・縦軸は共通12資料1をベースに各事象ごとに作成する別表の縦軸の纏め⽅を反映。
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再処理、廃棄物管理　説明グループ１の例 添付ｰ１

1 － 97 前処理建屋

2 代表 223 分離建屋

3 － 476 精製建屋

4 － 792 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋

5 － 1852 ⾼レベル廃液ガラス固化建屋

6 代表 1089 制御建屋

7 － 1 使⽤済燃料輸送容器管理建屋

8 － 3 使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵建屋

9 － 789 ウラン脱硝建屋

10 － 1058 ウラン酸化物貯蔵建屋

11 － 1060 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋

12 － 2368 使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵管理建屋

13 － 2370 低レベル廃液処理建屋

14 － 2523 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟

15 － 2536 低レベル廃棄物処理建屋

16 － 2539 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋

17 － 2575 ハル・エンドピース貯蔵建屋

18 － 2578 第1低レベル廃棄物貯蔵建屋

19 － 2580 第2低レベル廃棄物貯蔵建屋

20 － 2582 第4低レベル廃棄物貯蔵建屋

21 － 2605 主排気筒管理建屋

22 － 2683 ⾮常⽤電源建屋

23 － 2968 第1保管庫・貯⽔所

24 － 2969 第2保管庫・貯⽔所

25 － 3366 分析建屋

26 － 3916 緊急時対策建屋

27 － ― 施設共通（出⼊管理建屋等）

28 － 1 ガラス固化体貯蔵建屋

29 － 3 ガラス固化体貯蔵建屋B棟

30 － 15 ガラス固化体受⼊れ建屋

31 － 2171 主排気筒

32 代表 2167 北換気筒
（使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵建屋換気筒)

33 － 2168 北換気筒
（使⽤済燃料輸送容器管理建屋換気筒)

34 － 2169
北換気筒
（ハル・エンドピース及び第1ガラス固化体貯蔵建
屋換気筒)

35 － 87 北換気筒（ガラス固化体受⼊れ・貯蔵建屋換
気筒）

36 代表 3005 安全冷却⽔A冷却塔

37 － 3021 冷却塔

38 － 2984 安全冷却⽔系冷却塔A

39 － 2985 安全冷却⽔系冷却塔B

40 代表 2993※2

主配管
代表︓主配管（崩壊熱除去系︓再処理設備
本体⽤,サポート⽤冷却⽔系︓再処理設備本
体⽤)

41 － 2069
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋換気設
備の主配管（建屋換気系)※

※屋外範囲

42 － 3094 安全蒸気ボイラ※

※屋外露出部（排気管）

43 － 2730 第1⾮常⽤ディーゼル発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）

44 － 2742 第2⾮常⽤ディーゼル発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）

45 － 2722 燃料デイタンク※

※屋外露出部（ベント管）

46 － 2723 重油タンク※

※屋外露出部（ベント管）

47 代表 2733 燃料油貯蔵タンク※

※屋外露出部（ベント管）

48 － 2835 安全空気脱湿装置※

※屋外露出部（再⽣空気排気配管）
49 － 2983 安全冷却⽔系膨張槽

50 － ― 施設共通（第1⾮常⽤ディーゼル発電機の潤滑
油タンク等）

51 代表 1685 建屋間伝送⽤無線装置※

※屋外露出部（アンテナ）

52 － 3941 緊急時データ収集装置（ＳＡ)盤※

※屋外露出部（アンテナ）

53 － 3979 統合原⼦⼒防災ネットワークＩＰ－ＦＡＸ※

※屋外露出部（アンテナ）

54 － 3980 統合原⼦⼒防災ネットワークＩＰ電話※

※屋外露出部（アンテナ）

55 － 3981 統合原⼦⼒防災ネットワークＴＶ会議システム※

※屋外露出部（アンテナ）

56 － 3982 データ伝送設備※

※屋外露出部（アンテナ）

57 － 2825 第１軽油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）

58 － 2826 第２軽油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）

59 － 3943 燃料油サービスタンク※

※屋外露出部（ベント管）

60 － 3944 重油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）

61 － 3948 主配管（緊対所燃料補給設備系)※

※屋外範囲

62 － 3949 緊急時対策建屋⽤発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
63 － 3089 可搬型中型移送ポンプ運搬⾞

64 － 3087※1 ホース展張⾞

65 － 3088※1 運搬⾞

66 － 2827 軽油⽤タンクローリ

67 代表 3901※1 ⼤型移送ポンプ⾞

68 － 2634 監視測定⽤運搬⾞

69 － 2664 放射能観測⾞（ダストサンプラ及びよう素サンプ
ラ）

70 代表 1155 けん引⾞

71 － 89※1 可搬型中型移送ポンプ

72 － 3904 ホイールローダ

73 代表 2943※1 可搬型空気圧縮機

屋外_機
器・配管

建物･構
築物

No. 代表/
差分 説明対象設備

設計
説明
分類

設備
リスト
No.

第8/36条　外部衝
撃(航空機)
/重⼤事故

第14条
避難通路

第19条1項
貯蔵

第28条
換気

構造強度を確保す
る設計(危険物貯
蔵施設等)

耐⽕塗装を施⼯す
る設計

遮熱板を設置する
設計

構造強度を確保す
る設計(⼆次輻射の
影響を受ける屋内
設備)

侵⼊防⽌設計 閉塞防⽌設計 試薬貯槽地下化
航空機落下に対す
る防護設計(分散
配置)

落雷に対する防護
設計(直撃雷対策)

落雷に対する防護
設計(間接雷対策)

凍結に対する防護
設計

⾼温に対する防護
設計

降⽔に対する防護
設計(防⽔塗装等)

積雪に対する防護
設計

⽣物学的事象に対
する防護設計

（⽣物学的事象に
対する防護設計）
開⼝部の⽬視確認
等による機能維持
設計

塩害に対する防護
設計

電磁的障害に対す
る防護設計

設計基準事故時の
線量低減(フィルタの
追加設置)

崩壊熱除去(移設
する冷却塔)

崩壊熱除去(⾶来
物防護ネットによる
影響)

避難⽤照明の設計
崩壊熱除去(⾶来
物防護ネットによる
影響)

固化セル圧⼒放出
系前置フィルタユニッ
トのフィルタ２段化

多様性・位置的分
散(外的ハザード※)
※地盤,地震,津波,
外部衝撃

屋外，屋内アクセス
ルートを確保する設
計(外的ハザード※)
※地盤,地震,津波,
外部衝撃

第8/36条
外部衝撃（落雷）/重⼤事故

第10条
閉じ込め

第36条
重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（外部⽕災）/重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（その他）/重⼤事故
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再処理、廃棄物管理　説明グループ１の例 添付ｰ１

条⽂
第8/36条

外部衝撃/重⼤事
故

説明すべき項⽬
建物･構築物(屋外
重要⼟⽊構造物以
外)(1.2Ss含む)

地下⽔排⽔設備の
設計(1.2Ss含む)

機器(定式
化)(1.2Ss含む)

機器(FEM)(1.2Ss
含む)

配管系(1.2Ss含
む)

B,Cクラスの設計⽅
針

可搬型設備(1.2Ss
含む)

津波の影響を受け
ない位置への設置
及び保管

津波による影響を受
けるおそれのある位
置への据付時の考
慮(可搬型SA設
備)

外部衝撃に対する
防護設計(屋内配
置)

構造強度を確保す
る設計
(建物・構築物)

構造強度を確保す
る設計(外気と繋
がっている屋内機
器)

構造強度を確保す
る設計(機器)

固縛⼜は固定により
構造強度を確保す
る設計(屋外可搬
SA設備等)(悪影
響防⽌の観点含む)

⻯巻防護対策設備
の設計

構造強度を確保す
る設計(建物・構築
物)︓⽕⼭（降下
⽕災物の静的負
荷）

構造強度を確保す
る設計(機器) ︓⽕
⼭（降下⽕災物の
静的負荷）

（構造強度を確保
する設計(機器) ︓
⽕⼭（降下⽕災物
の静的負荷））
建屋内への移動等
による機能維持設
計

侵⼊防⽌設計 閉塞防⽌設計 摩耗防⽌設計 腐⾷防⽌設計 間接的影響に対す
る設計

離隔距離を確保す
る設計(建物・構築
物)

離隔距離を確保す
る設計(機器)

（離隔距離を確保
する設計(機器)）
予備品による機能
維持設計

（離隔距離を確保
する設計(機器)）
建屋内への移動等
による機能維持設
計

構造強度を確保す
る設計(建物)

基本設計⽅針番号【再】※
※【廃】は廃棄物管理施設から代表

を整理した場合のみ記載

⻯巻-14,18,31,⽕
⼭-11,外⽕-15,外
雷-11,外他-
18,19,20,22,23,
24

⻯巻-
15,16,19,21,22

⻯巻-17【再】
⻯巻-17【廃】 ⻯巻-19,21 ⻯巻-29 ⻯巻-31,34,35

代表(差分)の整理パターン ①-1,③ ①-1,③ ①-1,①-2,② ①-1,①-2 ①-1,③ ①-1,③,④

No. 代表/
差分 説明対象設備

設計
説明
分類

第5/32条　地盤　第6/33条　地震　第36条　重⼤事故 第7/34条　津波
第36条　重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（⻯巻）/重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（⽕⼭）/重⼤事故

設備
リスト
No.

74 － 2807※1 可搬型発電機 － － － － ○ －

75 － 3903 可搬型放⽔砲 － － － － ○ －

76 － 90※1 可搬型建屋外ホース － － － － ○ －

77 － 91※1 可搬型建屋内ホース － － － － ○ －

78 － 2233※1 可搬型配管 － － － － ○ －

79 － 2224※1 可搬型フィルタ － － － － ○ －

80 － 2228 可搬型デミスタ － － － － ○ －

81 － 1706※1 可搬型ダクト － － － － ○ －

82 － 3907 可搬型汚濁⽔拡散防⽌フェンス － － － － ○ －

83 － 3909 放射性物質吸着材 － － － － ○ －

84 － 2828 燃料補給⽤可搬型ホース － － － － ○ －

85 － 3078 可搬型排⽔受槽 － － － － ○ －

86 － 93 可搬型スプレイヘッダ － － － － ○ －

87 － 2663 放射能観測⾞搭載機器 － － － － － －

88 － ― 施設共通（設計⾶来物の対象となる資機材
等）

－ － － － ○ －

89 代表 ― 施設共通（屋内に設置される安全上重要な施
設/SA設備） ● － － － － －

90 代表 1979※2 換気設備、塔槽類廃ガス処理設備等（系統）
代表︓主配管（建屋換気系） － － ● － － －

91 － 2526 ⾼レベル廃液ガラス固化建屋の貯蔵ピット
（収納管/通⾵管）

－ － ○ － － －

92 － 2527 第1ガラス固化体貯蔵建屋東棟の第1貯蔵ピット
〜第4貯蔵ピット（収納管/通⾵管）

－ － ○ － － －

93 代表 6 ガラス固化体貯蔵建屋の貯蔵ピット（収納管/
通⾵管）

－ － ● － － －

94 － 7 ガラス固化体貯蔵建屋B棟の貯蔵ピット（収納
管/通⾵管） － － ○ － － －

95 差分 3764
⾶来物防護ネット
（使⽤済燃料の受⼊れ施設及び貯蔵施設⽤
安全冷却⽔系冷却塔A)

－ － － － － ▲

96 － 3765
⾶来物防護ネット
（使⽤済燃料の受⼊れ施設及び貯蔵施設⽤
安全冷却⽔系冷却塔B)

－ － － － － 〇

97 － 3766 ⾶来物防護ネット
（再処理設備本体⽤ 安全冷却⽔系冷却塔 － － － － － 〇

98 － 3767 ⾶来物防護ネット
（再処理設備本体⽤ 安全冷却⽔系冷却塔 － － － － － 〇

99 代表 3768
⾶来物防護ネット
（第2⾮常⽤ディーゼル発電機⽤ 安全冷却⽔
系冷却塔A,B)

－ － － － － ●

100 － 3769 ⾶来物防護板
（前処理建屋の安全蒸気系設置室） － － － － － 〇

101 － 3770
⾶来物防護板
（精製建屋　⾮常⽤所内電源系統及び計測
制御系統施設設置室　A,B）

－ － － － － 〇

102 代表 3771 ⾶来物防護板
（制御建屋　中央制御室換気設備設置室） － － － － － ●

103 － 3772
⾶来物防護板
（第１ガラス固化体貯蔵建屋　床⾯⾛⾏クレー
ン 遮蔽容器設置室）

－ － － － － 〇

104 － 3774 ⾶来物防護板（冷却塔接続　屋外設備） － － － － － 〇

105 － 3773

⾶来物防護板
（⾮常⽤電源建屋　第２⾮常⽤ディーゼル発
電機及び⾮常⽤所内電源系統設置室　A　北
ブロック,A　南　ブロック,B　北ブロック,B　南ブロッ
ク）

－ － － － － 〇

106 代表 3775
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
主排気筒周り)

－ － － － － ●

107 差分 3776
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
分離建屋屋外)

－ － － － － ▲

108 － 3777
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
精製建屋屋外)

－ － － － － 〇

109 － 3778
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
⾼レベル廃液ガラス固化建屋屋外)

－ － － － － 〇

屋内_機
器・配管

⻯巻防
護対策
設備
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再処理、廃棄物管理　説明グループ１の例 添付ｰ１

No. 代表/
差分 説明対象設備

設計
説明
分類

設備
リスト
No.

74 － 2807※1 可搬型発電機

75 － 3903 可搬型放⽔砲

76 － 90※1 可搬型建屋外ホース

77 － 91※1 可搬型建屋内ホース

78 － 2233※1 可搬型配管

79 － 2224※1 可搬型フィルタ

80 － 2228 可搬型デミスタ

81 － 1706※1 可搬型ダクト

82 － 3907 可搬型汚濁⽔拡散防⽌フェンス

83 － 3909 放射性物質吸着材

84 － 2828 燃料補給⽤可搬型ホース

85 － 3078 可搬型排⽔受槽

86 － 93 可搬型スプレイヘッダ

87 － 2663 放射能観測⾞搭載機器

88 － ― 施設共通（設計⾶来物の対象となる資機材
等）

89 代表 ― 施設共通（屋内に設置される安全上重要な施
設/SA設備）

90 代表 1979※2 換気設備、塔槽類廃ガス処理設備等（系統）
代表︓主配管（建屋換気系）

91 － 2526 ⾼レベル廃液ガラス固化建屋の貯蔵ピット
（収納管/通⾵管）

92 － 2527 第1ガラス固化体貯蔵建屋東棟の第1貯蔵ピット
〜第4貯蔵ピット（収納管/通⾵管）

93 代表 6 ガラス固化体貯蔵建屋の貯蔵ピット（収納管/
通⾵管）

94 － 7 ガラス固化体貯蔵建屋B棟の貯蔵ピット（収納
管/通⾵管）

95 差分 3764
⾶来物防護ネット
（使⽤済燃料の受⼊れ施設及び貯蔵施設⽤
安全冷却⽔系冷却塔A)

96 － 3765
⾶来物防護ネット
（使⽤済燃料の受⼊れ施設及び貯蔵施設⽤
安全冷却⽔系冷却塔B)

97 － 3766 ⾶来物防護ネット
（再処理設備本体⽤ 安全冷却⽔系冷却塔

98 － 3767 ⾶来物防護ネット
（再処理設備本体⽤ 安全冷却⽔系冷却塔

99 代表 3768
⾶来物防護ネット
（第2⾮常⽤ディーゼル発電機⽤ 安全冷却⽔
系冷却塔A,B)

100 － 3769 ⾶来物防護板
（前処理建屋の安全蒸気系設置室）

101 － 3770
⾶来物防護板
（精製建屋　⾮常⽤所内電源系統及び計測
制御系統施設設置室　A,B）

102 代表 3771 ⾶来物防護板
（制御建屋　中央制御室換気設備設置室）

103 － 3772
⾶来物防護板
（第１ガラス固化体貯蔵建屋　床⾯⾛⾏クレー
ン 遮蔽容器設置室）

104 － 3774 ⾶来物防護板（冷却塔接続　屋外設備）

105 － 3773

⾶来物防護板
（⾮常⽤電源建屋　第２⾮常⽤ディーゼル発
電機及び⾮常⽤所内電源系統設置室　A　北
ブロック,A　南　ブロック,B　北ブロック,B　南ブロッ
ク）

106 代表 3775
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
主排気筒周り)

107 差分 3776
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
分離建屋屋外)

108 － 3777
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
精製建屋屋外)

109 － 3778
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト
⾼レベル廃液ガラス固化建屋屋外)

屋内_機
器・配管

⻯巻防
護対策
設備

第8/36条　外部衝
撃(航空機)
/重⼤事故

第14条
避難通路

第19条1項
貯蔵

第28条
換気

構造強度を確保す
る設計(危険物貯
蔵施設等)

耐⽕塗装を施⼯す
る設計

遮熱板を設置する
設計

構造強度を確保す
る設計(⼆次輻射の
影響を受ける屋内
設備)

侵⼊防⽌設計 閉塞防⽌設計 試薬貯槽地下化
航空機落下に対す
る防護設計(分散
配置)

落雷に対する防護
設計(直撃雷対策)

落雷に対する防護
設計(間接雷対策)

凍結に対する防護
設計

⾼温に対する防護
設計

降⽔に対する防護
設計(防⽔塗装等)

積雪に対する防護
設計

⽣物学的事象に対
する防護設計

（⽣物学的事象に
対する防護設計）
開⼝部の⽬視確認
等による機能維持
設計

塩害に対する防護
設計

電磁的障害に対す
る防護設計

設計基準事故時の
線量低減(フィルタの
追加設置)

崩壊熱除去(移設
する冷却塔)

崩壊熱除去(⾶来
物防護ネットによる
影響)

避難⽤照明の設計
崩壊熱除去(⾶来
物防護ネットによる
影響)

固化セル圧⼒放出
系前置フィルタユニッ
トのフィルタ２段化

多様性・位置的分
散(外的ハザード※)
※地盤,地震,津波,
外部衝撃

屋外，屋内アクセス
ルートを確保する設
計(外的ハザード※)
※地盤,地震,津波,
外部衝撃

第8/36条
外部衝撃（落雷）/重⼤事故

第10条
閉じ込め

第36条
重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（外部⽕災）/重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（その他）/重⼤事故

 　　　　設備リストNo.については代表/差分設備のNo.（代表/差分設備の対象がない場合は、対象となる1設備）を記載する。代表以外の該当する設備リストNo.については、共通12資料1で⽰す。
※2︓説明対象となる系統内に設置される設備については、資料1別添で⽰す。記載する設備リストNo.については系統内に含まれる1設備を代表として記載する。

※1︓同じ設備名で対象が複数該当するもののうち、代表/差分整理の観点からまとめて記載してもよいものはまとめて記載する。
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再処理、廃棄物管理施設　説明グループ１（8条/36条　⻯巻/重⼤事故） 別表

条⽂

説明すべき項⽬

設計（説明パターン） 構造強度を有する建屋内に設
置する設計

開⼝部等からの設計⾶来物の
侵⼊に対して建物の内壁,建
具の扉,フード,格⼦で防護され
る位置に配置する設計

開⼝部等からの設計⾶来物の
侵⼊に対して⾶来物防護板で
防護される位置に配置する設
計

建物が構造強度を確保する設
計(波及含む)

構築物(排気筒等)が構造強
度を確保する設計

波及的影響を及ぼし得る構築
物(排気筒等)が構造強度を
確保する設計(波及含む)

換気設備,塔槽類廃ガス処理
設備等が構造強度を確保する
設計【定型式】

収納管が構造強度を確保する
設計【定型式】

機器が構造強度を確保する設
計【定型式,FEM】
（⻯巻(衝突荷重)に対して構
造強度が確保できない常設
SA設備について予備品により
機能維持を図る設計含む）

配管が構造強度を確保する設
計（機械的波及含む）【BRL
式,FEM】

機器の機能的波及影響を考
慮する設計

⻯巻（⾵荷重）に対して資機
材等（可搬型SA設備含む）
が⾶来物とならないよう固縛⼜
は固定する設計（可搬型SA
設備については、機能を維持す
る設計を含む）

⻯巻(衝突荷重)に対して構造
強度が確保できない可搬型
SA設備について予備品により
機能維持を図る設計

防護対象が設計⾶来物の衝
突により安全機能を損なわない
ように設置する設計

防護ネットの設置する設計 防護板(鋼材)を設置する設計
【BRL式】

防護板(RC造)を設置する設
計 ⽀持架構で⽀持する設計

基本設計⽅針番号【再】※

※【廃】は廃棄物管理施設から
代表を整理した場合のみ記載

⻯巻-14,⽕⼭-11,外⽕-15,
外雷-11,外他-
18,19,20,22,23,24

⻯巻-18 ⻯巻-18,31 ⻯巻-15,16,19,21,22 ⻯巻-19 ⻯巻-21 ⻯巻-17 ⻯巻-17【再】
⻯巻-17【廃】 ⻯巻-19 ⻯巻-19

⻯巻-21 ⻯巻-21 ⻯巻-29 ⻯巻-29 ⻯巻-31 ⻯巻-35 ⻯巻-34,35 ⻯巻-34 ⻯巻-34,35

基本設計⽅針番号
(再:36条)

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

代表(差分)の整理パターン ①-1,③ ①-1 ①-1,③ ①-1,③ ①-1 ①-1 ①-1,①-2 ② ①-1 ①-1 ①-1 ①-1 ①-1,③ ①-1,③ ①-1,③,④ ①-1,③,④ ①-1,③ ①-1,③,④

1 97 前処理建屋 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － －
2 223 分離建屋 ● ● － ● － － － － － － － － － － － － － －
3 476 精製建屋 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － －
4 792 ウラン・プルトニウム混合脱硝建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
5 1852 ⾼レベル廃液ガラス固化建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
6 1089 制御建屋 ○ ○ ● ○ － － － － － － － － － － － － － －
7 1 使⽤済燃料輸送容器管理建屋 － － － ○ － － － － － － － － － － － － － －
8 3 使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
9 789 ウラン脱硝建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
10 1058 ウラン酸化物貯蔵建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
11 1060 ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
12 2368 使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵管理建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
13 2370 低レベル廃液処理建屋 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
14 2523 第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － －
15 2536 低レベル廃棄物処理建屋 － － － ○ － － － － － － － － － － － － － －
16 2539 チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
17 2575 ハル・エンドピース貯蔵建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
18 2578 第1低レベル廃棄物貯蔵建屋 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
19 2580 第2低レベル廃棄物貯蔵建屋 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
20 2582 第4低レベル廃棄物貯蔵建屋 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
21 2605 主排気筒管理建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
22 2683 ⾮常⽤電源建屋 ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － －
23 2968 第1保管庫・貯⽔所 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
24 2969 第2保管庫・貯⽔所 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
25 3366 分析建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
26 3916 緊急時対策建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －

27 施設共通
【再】 ― 施設共通（出⼊管理建屋等） － － － ○ － － － － － － － － － － － － － －

28 1 ガラス固化体貯蔵建屋 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
29 3 ガラス固化体貯蔵建屋B棟 ○ ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － －
30 15 ガラス固化体受⼊れ建屋 － － － － － － － － － － － － － － － － － －
31 2171 主排気筒 － － － － ● － － － － － － － － － － － － －

32 2167 北換気筒
（使⽤済燃料受⼊れ・貯蔵建屋換気筒) － － － － －

●
波及の配置設計と合わせて説

明
－ － － － － － － － － － － －

33 2168 北換気筒
（使⽤済燃料輸送容器管理建屋換気筒) － － － － － ○ － － － － － － － － － － － －

34 2169
北換気筒
（ハル・エンドピース及び第1ガラス固化体貯蔵建屋
換気筒)

－ － － － － ○ － － － － － － － － － － － －

35 排気筒【廃】 87 北換気筒（ガラス固化体受⼊れ・貯蔵建屋換気
筒） － － － － － ○ － － － － － － － － － － － －

36 3005 安全冷却⽔A冷却塔 － － － － － － － － ●
【定型式,FEM】 － － － － － － － － －

37 3021 冷却塔 － － － － － － － － ○ － － － － － － － － －
38 2984 安全冷却⽔系冷却塔A － － － － － － － － ○ － － － － － － － － －
39 2985 安全冷却⽔系冷却塔B － － － － － － － － ○ － － － － － － － － －

40 2993※2
主配管
代表︓主配管（崩壊熱除去系︓再処理設備本体
⽤,サポート⽤冷却⽔系︓再処理設備本体⽤)

－ － － － － － － － －
●

【FEM】(BRL式は⾶来物防
護板で代表)

－ － － － － － － －

41 2069
ウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋換気設備の
主配管（建屋換気系)※

※屋外範囲
－ － － － － － － － － ○

（機械的波及） － － － － － － － －

42 熱交換器
【再】 3094 安全蒸気ボイラ※

※屋外露出部（排気管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

43 2730 第1⾮常⽤ディーゼル発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

44 2742 第2⾮常⽤ディーゼル発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

45 2722 燃料デイタンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

46 2723 重油タンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

47 2733 燃料油貯蔵タンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ● － － － － － － －

48 2835 安全空気脱湿装置※

※屋外露出部（再⽣空気排気配管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

49 2983 安全冷却⽔系膨張槽 － － － － － － － － ○ － ○ － － － － － － －

50 施設共通
【再】【廃】 ― 施設共通（第1⾮常⽤ディーゼル発電機の潤滑油タ

ンク等） － － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

51 1685 建屋間伝送⽤無線装置※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － － － － － －

●
（予備品による機能維持を図

る設計）
－ － － － － － － － －

52 3941 緊急時データ収集装置（ＳＡ)盤※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － － － － － － ○ － － － － － － － － －

53 3979 統合原⼦⼒防災ネットワークＩＰ－ＦＡＸ※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － － － － － － ○ － － － － － － － － －

54 3980 統合原⼦⼒防災ネットワークＩＰ電話※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － － － － － － ○ － － － － － － － － －

55 3981 統合原⼦⼒防災ネットワークＴＶ会議システム※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － － － － － － ○ － － － － － － － － －

56 3982 データ伝送設備※

※屋外露出部（アンテナ）
－ － － － － － － － ○ － － － － － － － － －

57 2825 第１軽油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

58 2826 第２軽油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

59 3943 燃料油サービスタンク※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

60 3944 重油貯槽※

※屋外露出部（ベント管）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

61 3948 主配管（緊対所燃料補給設備系)※

※屋外範囲
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

62 3949 緊急時対策建屋⽤発電機※

※屋外露出部（排気管、排気消⾳器）
－ － － － － － － － － － ○ － － － － － － －

構造強度を確保する設計
(外気と繋がっている屋内機器)外部衝撃に対する防護設計（屋内配置）

対象設備/系統

⻯巻対策設備の設計固縛⼜は固定により構造強度を確保する設計(屋外可搬SA
設備等),(悪影響防⽌の観点含む)構造強度を確保する設計(機器)

第8/36条
外部衝撃/重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（⻯巻）/重⼤事故

分類
【再】
【廃】

設計説
明分類
【再】
【廃】
共通

構造強度を確保する設計（建物･構築物）

No.

屋外_機
器・配管

建物･構
築物

建屋
【再】

建屋
【廃】

排気筒【再】

設備
リスト
No.

冷却塔【再】

発電機【再】

容器【再】

常設SA
【再】

主配管【再】

【凡例】
「●」︓代表で説明する設備 「○」︓代表以外で対象となる設備
「▲」︓差分を説明する設備 「－」︓説明対象外
【再】︓再処理施設 【廃】︓廃棄物管理施設

サンプル
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再処理、廃棄物管理施設　説明グループ１（8条/36条　⻯巻/重⼤事故） 別表
条⽂

説明すべき項⽬

設計（説明パターン） 構造強度を有する建屋内に設
置する設計

開⼝部等からの設計⾶来物の
侵⼊に対して建物の内壁,建
具の扉,フード,格⼦で防護され
る位置に配置する設計

開⼝部等からの設計⾶来物の
侵⼊に対して⾶来物防護板で
防護される位置に配置する設
計

建物が構造強度を確保する設
計(波及含む)

構築物(排気筒等)が構造強
度を確保する設計

波及的影響を及ぼし得る構築
物(排気筒等)が構造強度を
確保する設計(波及含む)

換気設備,塔槽類廃ガス処理
設備等が構造強度を確保する
設計【定型式】

収納管が構造強度を確保する
設計【定型式】

機器が構造強度を確保する設
計【定型式,FEM】
（⻯巻(衝突荷重)に対して構
造強度が確保できない常設
SA設備について予備品により
機能維持を図る設計含む）

配管が構造強度を確保する設
計（機械的波及含む）【BRL
式,FEM】

機器の機能的波及影響を考
慮する設計

⻯巻（⾵荷重）に対して資機
材等（可搬型SA設備含む）
が⾶来物とならないよう固縛⼜
は固定する設計（可搬型SA
設備については、機能を維持す
る設計を含む）

⻯巻(衝突荷重)に対して構造
強度が確保できない可搬型
SA設備について予備品により
機能維持を図る設計

防護対象が設計⾶来物の衝
突により安全機能を損なわない
ように設置する設計

防護ネットの設置する設計 防護板(鋼材)を設置する設計
【BRL式】

防護板(RC造)を設置する設
計 ⽀持架構で⽀持する設計

基本設計⽅針番号【再】※

※【廃】は廃棄物管理施設から
代表を整理した場合のみ記載

⻯巻-14,⽕⼭-11,外⽕-15,
外雷-11,外他-
18,19,20,22,23,24

⻯巻-18 ⻯巻-18,31 ⻯巻-15,16,19,21,22 ⻯巻-19 ⻯巻-21 ⻯巻-17 ⻯巻-17【再】
⻯巻-17【廃】 ⻯巻-19 ⻯巻-19

⻯巻-21 ⻯巻-21 ⻯巻-29 ⻯巻-29 ⻯巻-31 ⻯巻-35 ⻯巻-34,35 ⻯巻-34 ⻯巻-34,35

基本設計⽅針番号
(再:36条)

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

精査中(DB/SA整理結果別
途反映）

代表(差分)の整理パターン ①-1,③ ①-1 ①-1,③ ①-1,③ ①-1 ①-1 ①-1,①-2 ② ①-1 ①-1 ①-1 ①-1 ①-1,③ ①-1,③ ①-1,③,④ ①-1,③,④ ①-1,③ ①-1,③,④

構造強度を確保する設計
(外気と繋がっている屋内機器)外部衝撃に対する防護設計（屋内配置）

対象設備/系統

⻯巻対策設備の設計固縛⼜は固定により構造強度を確保する設計(屋外可搬SA
設備等),(悪影響防⽌の観点含む)構造強度を確保する設計(機器)

第8/36条
外部衝撃/重⼤事故

第8/36条
外部衝撃（⻯巻）/重⼤事故

分類
【再】
【廃】

設計説
明分類
【再】
【廃】
共通

構造強度を確保する設計（建物･構築物）

No.
設備
リスト
No.

63 3089 可搬型中型移送ポンプ運搬⾞ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
64 3087※1 ホース展張⾞ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
65 3088※1 運搬⾞ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
66 2827 軽油⽤タンクローリ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －

67 3901※1 ⼤型移送ポンプ⾞ － － － － － － － － － － － ●
固縛(余⻑あり) ○ － － － － －

68 2634 監視測定⽤運搬⾞ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
69 2664 放射能観測⾞（ダストサンプラ及びよう素サンプラ） － － － － － － － － － － － － － － － － － －

70 1155 けん引⾞ － － － － － － － － － － － ●
固縛(余⻑なし) ○ － － － － －

71 89※1 可搬型中型移送ポンプ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
72 3904 ホイールローダ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －

73 2943※1 可搬型空気圧縮機 － － － － － － － － － － － ●
固定 ● － － － － －

74 2807※1 可搬型発電機 － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －

75 3903 可搬型放⽔砲 － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
76 90※1 可搬型建屋外ホース － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
77 91※1 可搬型建屋内ホース － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
78 2233※1 可搬型配管 － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －

79 2224※1 可搬型フィルタ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －

80 2228 可搬型デミスタ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
81 1706※1 可搬型ダクト － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
82 3907 可搬型汚濁⽔拡散防⽌フェンス － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
83 3909 放射性物質吸着材 － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
84 2828 燃料補給⽤可搬型ホース － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
85 3078 可搬型排⽔受槽 － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
86 93 可搬型スプレイヘッダ － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － －
87 2663 放射能観測⾞搭載機器 － － － － － － － － － － － － － － － － － －

88 施設共通
【再】【廃】 ― 施設共通（設計⾶来物の対象となる資機材等） － － － － － － － － － － － ○ － － － － － －

89 施設共通
【再】【廃】 ― 施設共通（屋内に設置される安全上重要な施設

/SA設備）
●

（分離建屋内の設備）
●

（分離建屋内の設備）
●

（制御建屋内の設備） － － － － － － － － － － － － － － －

90 1979※2 換気設備、塔槽類廃ガス処理設備等（系統）
代表︓主配管（建屋換気系） － － － － － －

●
（外気と繋がっている系統の対
象から換気設備の主配管を代

表として抽出）

－ － － － － － － － － － －

91 2526 ⾼レベル廃液ガラス固化建屋の貯蔵ピット
（収納管/通⾵管） － － － － － － － ○ － － － － － － － － － －

92 2527 第1ガラス固化体貯蔵建屋東棟の第1貯蔵ピット〜
第4貯蔵ピット（収納管/通⾵管） － － － － － － － ○ － － － － － － － － － －

93 6 ガラス固化体貯蔵建屋の貯蔵ピット（収納管/通⾵
管） － － － － － － － ● － － － － － － － － － －

94 7 ガラス固化体貯蔵建屋B棟の貯蔵ピット（収納管/通
⾵管） － － － － － － － ○ － － － － － － － － － －

95 3764
⾶来物防護ネット
（使⽤済燃料の受⼊れ施設及び貯蔵施設⽤　安全
冷却⽔系冷却塔A)

－ － － － － － － － － － － － － 〇 〇

▲
差分:脱落を防⽌するため,取
付ボルトを均等に配置等する

構造

－ 〇

96 3765
⾶来物防護ネット
（使⽤済燃料の受⼊れ施設及び貯蔵施設⽤　安全
冷却⽔系冷却塔B)

－ － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 － 〇

97 3766 ⾶来物防護ネット
（再処理設備本体⽤ 安全冷却⽔系冷却塔B) － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 － 〇

98 3767 ⾶来物防護ネット
（再処理設備本体⽤ 安全冷却⽔系冷却塔A) － － － － － － － － － － － － － 〇 〇 〇 － 〇

99 3768
⾶来物防護ネット
（第2⾮常⽤ディーゼル発電機⽤ 安全冷却⽔系冷
却塔A,B)

－ － － － － － － － － － － － － ●
⾶来物防護ネット

●
整流板を設ける構造含む

●
脱落を防⽌するため,取付ボル
トが全数破断等しない構造含

む

－ ●
直接基礎等含む

100 3769 ⾶来物防護板
（前処理建屋の安全蒸気系設置室） － － ○ － － － － － － － － － － 〇 － － 〇 －

101 3770
⾶来物防護板
（精製建屋　⾮常⽤所内電源系統及び計測制御
系統施設設置室　A,B）

－ － ○ － － － － － － － － － － 〇 － － 〇 －

102 3771 ⾶来物防護板
（制御建屋　中央制御室換気設備設置室） － － ● － － － － － － － － － － ●

⾶来物防護板(RC造) － － ● －

103 3772
⾶来物防護板
（第１ガラス固化体貯蔵建屋　床⾯⾛⾏クレーン
遮蔽容器設置室）

－ － ○ － － － － － － － － － － 〇 － － 〇 －

104 3774 ⾶来物防護板（冷却塔接続　屋外設備） － － － － － － － － － － － － － 〇 － － 〇 －

105 3773

⾶来物防護板
（⾮常⽤電源建屋　第２⾮常⽤ディーゼル発電機
及び⾮常⽤所内電源系統設置室　A　北ブロック,A
南　ブロック,B　北ブロック,B　南ブロック）

－ － ○ － － － － － － － － － － 〇 － 〇 － 〇

106 3775
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト 主排
気筒周り)

－ － － － － － － － － － － － － ●
⾶来物防護板(鋼材) － ●

開⼝を設ける構造含む － ●
杭基礎含む

107 3776
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト 分離
建屋屋外)

－ － － － － － － － － － － － － 〇 － 〇 － ▲
差分:建屋から⽀持

108 3777
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト 精製
建屋屋外)

－ － － － － － － － － － － － － 〇 － 〇 － 〇

109 3778
⾶来物防護板
（主排気筒接続⽤ 屋外配管及び屋外ダクト ⾼レベ
ル廃液ガラス固化建屋屋外)

－ － － － － － － － － － － － － 〇 － 〇 － 〇

※2︓説明対象となる系統内に設置される設備については、資料1別添で⽰す。記載する設備リストNo.については系統内に含まれる1設備を代表として記載する。
※1︓同じ設備名で対象が複数該当するもののうち、代表/差分整理の観点からまとめて記載してもよいものはまとめて記載する。設備リストNo.については代表/差分設備のNo.（代表/差分設備の対象がない場合は、対象となる1設備）を記載する。代表以外の該当する設備リストNo.については、共通12資料1で⽰す。

屋内_機
器・配管

⻯巻防
護対策
設備

⾶来物防護
ネット（再）

⾶来物防護
板（RC
造）

⾶来物防護
板（鋼材）

外気と繋がっ
ている屋内
機器(廃)

外気と繋がっ
ている屋内
機器(再)

可搬型SA
【再】
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